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要求工学ワーキンググループ
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共通問題を用いた協調研究

• 個々の研究者が個々のテーマに取り組む．
• 「国際会議のプログラム委員長業務」

– 個々の参加者が予め研究している手法等の
説明のために使う．

– 本問題用に手法を開発しているわけではない．
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REWGが考える要求工学プロセス
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各フェイズでの具体的テーマ

• 要求獲得
– PD, JAD, インタビュー会議支援，発想法

• 要求記述
– 記述言語(UML, Z等)，記述ツール

• 要求検証
– 記述の無矛盾性チェック，依存解析

• 要求管理
– 品質測定，変更管理，Traceability
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REWGの活動履歴
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次回WG: 
SIGSE ウインターWSにて
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REセッションでのテーマ

• 共通問題をベースに、要求工学に関する
研究成果を発表し討論

• 今回は「要求とその計測・計量化」も議論

• 実は前2回(小諸，宇和島)でもすでに議論
を始めていた．

• 本発表は，前2回のWSで行った「計測・計
量化」議論のまとめを報告
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要求の計測・定量化の動機

• REWGでは，要求工学のための技法，表
記法などの研究を進めてきた．

• それらが，要求工学分野の諸元にどの程
度，貢献しているのかが知りたい．

• 要求工学プロセスを回すことで，要求工学
の諸元が改善しているか否かを確認した
い．
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要求工学における基礎的尺度

• 製品尺度: 要求仕様書を測定する
• プロセス尺度: 要求プロセスを測定する
• リソース尺度: Stakeholderを測定する

これら測定できる尺度から要求工学の諸元
を評価可能か否か検討してゆく．

メトリクス= 「定義された測定方法および測定尺度」
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REにおける製品尺度
• SE一般: LOC(行数)などが典型例．
• REでは要求仕様書が測定対象である．
• IEEE-Std-830-1998, IEEE Recommended 

Practice for Software Requirements 
Specification をベースに何が測定できるか
を考察．
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IEEE-Std-830-1998

• 要求仕様書(RD)に書くべき事項を具体的
に提示．

• 良いRDが持つべき8つの特性を提示．
• RDは，多段の章立てを持つ文書として記
述されることを想定．

• 以降では，これらの特性を，どう測定する
かを個々に考察．
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要求仕様書のみから
測定可能な特性(6/8)
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1. 非曖昧性

• 非曖昧性: 要求記述が唯一の解釈を持つ
こと．

• 測定方法: RD中の曖昧な文の割合を測定．
• 形式仕様で記述されている場合，割合は
ゼロ．
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2. 無矛盾性

• 無矛盾性: RD内部で相矛盾する記述がな
い．

• 測定法: 矛盾しあう文のペアの割合を測定．
• 形式手法の場合，自動(もしくは系統的)検
出が可能．
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3. 完全性

• IEEE Std 830-1998規格に指定されている
記述項目は全て揃っている．

• 測定方法: 規格に基づき漏れの割合を測
定．
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4. 変更可能性

• RDを完全で矛盾なく容易に変更できること．
• 測定法: 

– 冗長な文の割合
– 意味的な依存関係のある文の割合
を測定．
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5. 重要度と安定性のランク付け

• RDの記述内容が， 1. 変更しても良い事項
か， 2. 絶対充足しなければないらいか，
3. 条件付で充足する事項かの区別が明確
なこと．

• 測定法
– 明示的なランク付けがあるかを測定．
– 英文の場合，should may などの助動詞からラ
ンク付けの割合を測定．
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6. 検証可能性

• 開発したソフトがRDを満たすか否かをチェッ
クできること．

• 測定法
– 自然言語のRD: 曖昧語(「ときどき」「おおむね」
など)の割合を測定．

– 形式言語のRD: 記述言語の能力で決まる，例
えば段階的詳細化をサポートするか等．
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要求仕様書のみから
測定不能な特性(2/8)
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7. 追跡可能性
• 他の文書(設計仕様書)や，将来改定され
るRD自身との対応がとれていること．

• 測定法: 
– RD内の部分部分にIDを振られ，それが他の
文書にも引用されている割合．

– 形式手法を利用する場合，その手法の能力に
依存する．
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8. 妥当性
• RD中の全ての要求が開発するソフトの充足事項
と一致すること．

• 顧客・利用者のニーズに一致すること，上位の仕
様(システム要件)と一致すること．

• 測定法
– 他文書との妥当性: 追跡可能性に依存．
– 顧客等に関する妥当性: 要求レベルで製品を予測で
きるような手法の提供．

• 実行可能な仕様によるシミュレーション実行
• プロトタイプの開発と実行．
要求から製品を予測することが重要！
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非機能要求(NFR)による
製品の性質予測

• RDから開発されるソフトを予測する場合に
役立つ要求項目．

• 曖昧になりがちな製品の機能以外の部分
を明確化するのに貢献．

• 代表的な非機能要求項目
– 効率 (時間，空間)
– コスト
– ユーザー親和性
– セキュリティ
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ゴール志向要求分析
例: アカウント管理システムについて

Complete
応答時間

＋ー

セキュアなこと
良いパフォーマンス

Integrity
Confidenti. Available

Space

Accurate

資格チェックによるアクセスの確認

Lawrence Chung, Brian A. Nixon, Eric Yu, and John Mylopoulos.
Non-functional Requirements in Software Engineering.
Kluwer Academic Publishers, 2000.
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製品のコストを予測

• 製品コスト⇒開発コスト
• RDから開発コスト，期間を見積もることに
より，製品コストを予測．
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製品の効率を予測

• 効率⇒実現アルゴリズム，運用環境に依
存．

• RDでアルゴリズムが指定されている場合: 
計算量の解析で効率を予測．

• RDで運用環境が指定されている場合: 同
様に分析．
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製品のセキュリティを予測

• 製品セキュリティ⇒ RDでのセキュリティポ
リシィの明確化

• RDにおけるセキュリティポリシィの検証を
行う．
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製品のユーザー親和性を予測

• 長期記憶性 : ユースケース記述，シナリオ
記述などをユーザーに読んでもらい，記憶
に残っているか否かを判定する．
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REでのリソース尺度
• SE一般: 作業者の作業時間が典型例．
• REでも効率的側面が重要だが，要求の妥
当性等の側面がより重要．

• リソース(Stakeholder)から要求の妥当性を
測定できないか？

• Stakeholder: システム変更が自己利益に
影響を与え，その利益・損失に固執する者
達．
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研究例: 認識不一致

設計理解の差異
を設計作業後に
比較．
認識の不一致を
検出

海谷治彦．代案発生に注目したソフトウェアの共同設計作業における認
識不一致の分析，情処論文誌, 40(11), Nov. 1999.
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REにおけるプロセス尺度

• SE一般: プロジェクトサイクル時間が典型
例．

• REWGでは未着手，未調査．
• ウインターWSで討議する．
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まとめ

• REWGでの要求の測定・計量化に関する
議論結果を報告した．

• 各自が提案する手法・表記法の有効性を
示す道具としてまとめてゆきたい．
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